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1 単元名・教材名 「What do you have on Mondays? ～新本ドリームスケジュールを紹介しよう！～」 

          

2 単元の目標  

 ○ 曜日，教科や職業の言い方について，たずねたり答えたりする言い方を理解することができる。ま

た，小文字の形の特徴の違いに気付くことができる。              （知識・技能） 

○ ある職業になるための夢の時間割を紹介することができる。       （思考力・判断力・表現力） 

○ 他者に配慮しながら，ある職業に就くための時間割を紹介しようとする。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

３ 関連する学習指導要領における領域別目標 

聞くこと イ 曜日や教科，身の回りのものや職業の表現，友達のお気に入りの時間割についての話

を聞いて，理解することができる。 

読むこと ア 文字には「音読み」があることを理解し，活字体の小文字を識別したり，「名称読み」

で発音したりすることができる。 

話すこと 

【やりとり】 

イ 時間割について，伝え合うことができる。 

話すこと 

【発表】 

イ ある職業に就くためのオリジナルの時間割を作り，理由とともに発表することがで

きる。 

書くこと ア 活字体の小文字を，形に気を付けて書くことができる。 

 

 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

＜知識＞曜日や教科，職業を表す語句や，

What do you~? や I have~. などの表現に

ついて理解している。 

＜技能＞時間割の内容について，曜日や教

科，職業を表す語句や What do you~?や I 

have~.などの表現を聞き取る表現を身に付

けている。 

時間割の内容を理解す

るために，曜日や教科，

職業について話される

のを聞いて，おおよそ

の内容を捉えている。 

時間割の内容を理解するため

に，曜日や教科，職業につい

て，簡単な語句や基本的な表

現を用いた対話や発表を聞こ

うとしている。 

読
む
こ
と 

＜知識＞活字体の小文字の形の違いや「音

読み」について理解している。 

＜技能＞活字体の小文字の違いを識別した

り，その読み方を発音したりする技能を身

に付けている。 

文字には「音読み」があ

ることに気付くととも

に，文字の形の違いに

気を付けながら小文字

を発音している 

活字体の小文字を識別し，名

称読みで発音しようとしてい

る。 

話
す
こ
と
【
や
り
と
り
】 

＜知識＞ 曜日や教科，身の回りのものや職

業を表す語句や，What do you ~?や I 

have~.などの表現について理解している。 

＜技能＞時間割の内容について，曜日や教

科，身の回りのものや職業を表す語句や，

What do you ~?や I have~.などを伝え合う

技能を身に付けている。 

夢の時間割を紹介する

ために，曜日や教科，身

の回りのものや職業に

ついて，簡単な語句や

基本的な表現を用いて

伝え合っている。 

夢の時間割を紹介するため

に，曜日や教科，職業につい

て，簡単な語句や基本的な表

現を用いて伝えようとしてい

る。 

書
く
こ
と 

＜知識＞活字体の小文字の形の違いについ

て理解している。 

＜技能＞活字体の小文字を形に気を付けて

書く技能を身に付けている。 

活字体の小文字を４線

上に書いている。 

活字体の小文字を４線上に形

に気を付けて書こうとしてい

る。 

第５学年 外国語科学習指導案 

令和５年６月２７日（火）５時間目    指導者：HRT           （T1） 

                            ALT            （T2） 

４ 単元の評価規準  ※記録を残す評価 

 



５ 指導上の立場 

 (1) 単元観 

 本単元では，「新本ドリームスケジュールを紹介しよう」というゴールを設定し，そのために教科，職業，

曜日を尋ねたり伝えたりする表現を学習していく。また，これまで慣れ親しんだ小文字の活字形を形に気を

付けて４線上に書く活動を帯活動として設定している。 

 これまで児童は４年間の外国語活動や外国語科での学習を通して，自己紹介や英語でほしいものをやりと

りするなど英語でコミュニケーションをする楽しさを少しずつ味わってきた。 

そこで本単元では，児童にとって身近な学校生活の時間割を題材に学習を進める。世界の子どもたちがど

のような学校生活を送っているのか，どのような科目を学習しているのかなど興味・関心を高め，時間割で

必要な教科の英語表現に慣れ親しむことができるようにする。単元の終末には，自分の将来の夢に向けての

オリジナルの時間割を考えて，友達，６年生，教師に伝える活動をすることで，英語で時間割を紹介すると

ともに，キャリア教育の一環として自分の将来の夢を考える一つのきっかけとなることを期待したい。 

 

(2) 児童観（男子７名 女子２名 計９名） 

 ５月に行った英語アンケートでは，「英語の学習は楽しいですか。」に対して，７８％の児童が肯定的な回

答をしている。おおむね英語の学習を楽しんで取り組んでいる様子が見られる。さらに，「英語を学習する

ことで，他のことに興味をもつことができていますか。」に対してほとんどの児童が肯定的に捉えている。

しかし，「英語の授業以外で，英語を使ってみたいですか。」に対しては，５０％の児童が否定的な回答をし

ていた。これら回答から，英語の学習をきっかけにものごとへの興味・関心の幅に広がりはあるものの，学

習した英語を日常に生かすという点で課題があると考えられる。 

 そこで本単元では，将来の夢の職業に近づく時間割をつくるという課題を設定することで，英語学習をき

っかけに自分の夢をより意識できるようにしていきたい。また，英語を日常に生かすという点では，夢の時

間割を紹介する対象を学級の友達，６年生，先生と広げていくことを通して，できたという達成感を得るこ

とで，日常生活でもっと英語を使ってみたいという意欲の向上を期待したい。 
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英語の学習は楽しいですか。

英語の学習に自分から進んで取り組んでいますか。

英語の授業のめあて（aim）を達成できるよう，意識しながら学

習していますか。

相手に自分の考えを伝えるために，工夫して伝えようとすること

ができますか。

英語の授業以外で，英語を使ってみたいですか。

英語を学習することで，他のことにもきょうみをもつことができ

ていますか。

アルファベットや英語の言葉を読んだり，書いたりすることがで

きますか。

英語アンケート（５年）

とても 5 まぁまぁ 4 あまり 2 ぜんぜん 1

５月 



(3) 研究主題との関わり 

本校の研究主題は「主体的に学びに向かい，思いや考えを伝え合う児童の育成～本物で必然性のある外国

語活動・外国語科を通して～」であり，本校の考える仮説についての基本的な考え方は，次の２つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ について  

  本単元では，「新本ドリームスケジュールを紹介しよう」というゴールを設定することにより，児童が主

体的に学び，書く活動に必然性をもって取り組むことができるのではないかと考える。本単元を通して，学

級の友達，６年生，先生とオリジナル時間割を紹介する相手を段階的に広げていくようにする。対象を広げ

ることで，他者を意識した紹介になるようにしていきたい。小文字を書く活動は，帯活動として行うことに

する。４線上に小文字を書くことに慣れ親しんだ段階で，教科名を書く活動を取り入れ，必然性を高めてい

きたい。 

  本時では，新本小の先生に自分が作った夢の時間割を紹介する活動を設定する。個人での発表の形式をと

ると，英語でのやりとりの必然性が生まれない。そのため，発表者は夢の時間割紹介の終末にどの職業に就

くための時間割であるのか選択クイズを出すようにする。発表者の話す必然性だけでなく，聞く側にも聞く

必然性を設けて，英語でのコミュニケーションの楽しさを味わうことで，児童が主体的に学びに向かうこと

ができるのではないかと考える。 

 

２ について 

単元の初めに担任と ALTのコミュニケーションのモデルをゴールとして示すことにする。単元を通して，

何度も生のゴールモデルを示すことで，最初は聞き取ることに難しく感じた児童も学習が進むにつれて分か

る喜びを感じたりすることで，もっとモデルに近づきたいという意欲をもったりするができることで，学び

に向かう力を高められるのではないかと考える。 

また，自分のめあて（My Aim）の設定を毎時間行うこととする。このことは，全体のめあてを共有した

のち，自分がめあてに何を取り組むのかどう頑張るのかをはっきりさせることで，より自分事として学習に

向かうことができるのではないかと考える。 

 

６ 関連構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目的意識や相手意識・必然性を感じる課題設定を考えることで，児童が主体的に学びに向かい，

様々な事柄への見方・考え方を広められるようにするだろう。（新本オリジナル） 

２ 児童に到達してほしい姿を示し，課題においてどのような姿を目指すのかを，児童と教師の双方

が理解しながら活動することで，「学びに向かう力，人間性等」を高めることができるだろう。 

 

キャリア教育 

 

外国語科（本時７／７時） 

○（     ）を意識して， 

新本ドリームスケジュールを先生に伝えよう！ 朝英語 

○教科書の Let’s Play 

Let’s Listenに取り組む。 

特別の教科 

道徳科 A希望と勇気，努

力と強い意志 

〇「いつも全力で～首位打

者イチロー～」 

仮説 

社会科 

〇日本の貿易

とこれからの

工業生産 

外国語科５年 

〇My Hero 



７ 本時案（７/７時） 

(1)本時のねらい 

・ 相手に配慮しながら，自分の夢の職業や時間割を伝えることができる。 

(2)展開 

学習活動 教師の指導・支援(●HRT，■ALT,) 学習評価 

1 Greeting 

 

 

2 Warm up 

  chants 

  ALT Questions 

 

 

4 Small Talk 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 Aim 

 

 

 

 

 

6 Activity 

・前半 

（一人３分×２） 

２人組で一人ずつ参

観教師に伝える。 

 

  

 

 

 

 

・中間交流（５分） 

 

 

●■英語で挨拶をした後，気分や天気，曜日，日付，時刻

などについて尋ねることで，日常的に使える英語表現

に慣れ親しむことができるようにする。 

 

●■chantsに取り組んだり，ALTからの質問のやりとり

に答えたりすることで，英語を学習する雰囲気作りを

することができるようにする。 

 

●同じ内容で１回目はアイコンタクトなし・クリアーボ

イスなし・リアクションなしで行い，２回目のよい例と

比較し，どんな伝え方がよいか想起することで，本時の

めあてにつなげることができるようにする。 

■What do you want to be? 

●(I want to be a)A icecream clerk, B flight attendant  

, C soccer player. 

■What do you have on Mondays?  

●I have Japanese, math, home economics and arts and 

craft. 

■Wow! What do you have on Wednesdays? 

●I have home economics, arts and crafts, period for 

integrated study and Japanese.  

■What subject do you like? 

●I like home economics. 

■Do you want to be an icecream shop clerk? 

●Yes，（I want to be an） ice cream shop clerk.  

Thank you. 

  

 

 

●My Aim として，本時で自分が意識したいことをワー

クシートに書くことで，主体的に学ぶ意欲を引き出す

ようにする。 

 

●一人が教師に夢の時間割や職業を伝えている間，もう

一人がその様子を動画で撮影し，中間交流で伝えてい

る様子を振り返ることで後半の活動に生かすことがで

きるようにする。 

■表現に困っている児童には，教師が発音をやって見せ

ることで，自信をもって活動に参加できるようにする。 

●しっかり反応をしている児童を称揚することで，意欲

を高めることができるようにする。 

●PCで作った時間割や職業を活用することにより，視覚

的に活動ができるようにする。 

 

●話し方のポイント・よかった表現について撮影した動

画で確認することで，児童が次の活動で生かせるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇夢の時間割や職業

について伝えること

ができている。 

＜行動観察＞ 

【思・判・表】や 

【主】や 

 

 

 

Aim （    ）を意識して，新本ドリームスケジュールを先生に伝えよう。 



 

 

 

 

・後半 

 （一人３分×２） 

２人組で一人ずつ参

観教師に伝える。 

 

 

7 Comment time 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 Greeting 

●■ペアで改善点を考えた後全体で改善点を交流するこ

とで，自信をもって次の活動に移ることができるよう

にする。 

 

●■中間交流を踏まえて変化した姿を称賛する声掛けを

することで意欲的に活動できるようにする。 

●早く終わったペアは，他の先生とも交流を行い，英語で

のコミュニケーションを味わうことができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

●自分のできるようになったことやペアになった人のよ

かったところなどを称揚することで，本時のめあての

達成状況を確認することができるようにする。 

■やり取りの中で，よかったことや気になること，今後の

英語の学習で気を付けたらよいところなどを伝え，今

後の学習に生かすことができるようにする。 

 

●気持ちのよい挨拶をすることで，次時への意欲を高め

ることができるようにする。 

 

 

(3）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業作り部会で話し合えたこと 

・職業は和英辞典で調べる 

・１～４時間目までは，自分の夢に合わせた時間割で５時間目は指定科目（負担を軽減する） 

・ICTの活用 

 

・ 夢の時間割を先生たちに英語で伝えることができてよかった。 

・ 前よりも教科や職業の英語表現をすらすら言えた。 

・ 先生たちの質問に英語で答えることができた。 

 
Goal 

Aim 

新本ドリームスケジュールを先生に伝えよう！ 

★Question 

（     ）を意識して，新本ドリームスケジュールを先生に伝えよう。 

★Reaction 

★Clear voice 

★Gesture ★Eye contact 


